
令和3年3月1日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

次の職員の令和2年度厚生労働行政推進調査事業費補助金の調査研究に

等の管理については以下のとおりです。

獅
紙

五神

,j益相反おける、

1．研究事業名

2．研究課題名

肝炎等克服政策研究事業

重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究肝がん

(H30-肝政一指定-003)

3．研究者名 (所属部局・職名） 医学部附属病院・教授

(氏名・フリガナ） 小池和彦・ コイケカズヒコ

4．倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

□

□

■ 東京大学

(※1）

未審査（※2）

□

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

□ ■

□ ■

■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □ □

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記戦すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受講状況 ’ ’受識■ 未受識□

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有匿無口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有■無口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有■無□(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

hepat
矩形



2021年 3月 18日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査

ては以下のとおりです。

武蔵野赤十字病院

冒厩誌～鴬I院長 ノ櫛（

鰻十繩泉柿

I

撚議蕊状況及び利誌相
一…､辱奉唖

1．研究事業名 肝炎等克服政策研究事業

2．研究課題名肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究

3．研究者名 (所属部局 職名） 院長

(氏名・フリガナ） 泉並木 イズミナミキ

4．倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

ロ ｜
□ ’

(※1）

「一百一

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

■

■

□

□

武蔵野赤十字病院臨床研究倫

理審査委員会
人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3） ■ □ □■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■

F一一一一

|■ 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ ~■ □

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講□

6．利益相反の管理

当研究機関におけるC○Iの管理に関する規定の策定 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCol委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年3月 1日
厚生労働大臣
'国寺店三越旦昌旦含厚亀fZfI--蘭江奉司そ彗星］
、e一q DJ－2一走到一H凹皇卿Hr卸 ■・サジI〆凹ノノIヘノ 殿
（国寺1里峰匡引毒秀I'琴R堂』三、
、’一Q BF今I／1，1匡一〃J，"l O J Iンuシーノ

機関名

所属研究機関長職名

氏名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審杏状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名肝炎等克服政策研究事業

2．研究課題名~肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究

3．研究者名 （所属部局・職名） 肝炎・免疫研究センター・研究センター長

(氏名・フリガナ） 考藤達哉・カントウタツヤ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

ロ

ロ

ロ

該当性の有無

有 無

(Xl)

未審査（※2）

□

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

■

■

■

□

□

□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
~■□ ■ □

(*l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受識■ 未受識ロ|研究倫理教育の受識状況
6．利益相反の管理

当研究機関におけるC○Iの管理に関する規定の策定 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有■無口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有■無口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年ユ月/9日
厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

近畿大学

学長

細井美 印
ー-- - ‐ 一一 一 ．‐」

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名肝炎等克服政策研究事業

2．研究課題名肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラ

3．研究者名 （所属部局・職名） 医学部・教授

インの作成等に資する研究

(氏名・フリガナ） 工藤正俊・クドウマサトシ

4．倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入(Xl)

審査済み 審査した機関 ｜未審査(※2）

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指fl □ ■

□ ■

■ □

□ □
｜
口
一
一
■

遺伝子治療等臨床研究に関する指金’ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3） ■ ｜近畿大学医学部

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ ~■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
|■’ ■ ~■ |■

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 『未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記戦すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受識状況 |受講■ 未受講□
’

1

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有■無□(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

hepat
矩形



1

2021年2月 15日
厚生労働大臣
‘辰I寺'三錘_ロー合･ロ､ｶ祭'程爵瓦奉百斤_巨、
、4一二判 9，－1〆乏禿凹凹－1胆且砲■P『シI／uノノ’一〃 殿
臼壺ｰ司麺匡珂詞毒園圏画雪
、B一1 ef一I／l、l兵重き〆乏御、‘l I J Iソヒーノ

機関名

所属研究機関長職名

氏名

公立大学法

理事長

西澤良記

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名肝炎等克服政策研究事業

2．研究課題名肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究

3．研究者名 （所属部局・職名） 大阪市立大学大学院医学研究科肝胆膵外科学・准教授

(氏名・フリガナ） 久保正二・クボショウジ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(Xl)該当性の有無

有 無 未審査（※2）

□

ロ

ロ

審査済み 審査した機関

□

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

□ ■

□ ■

□ ■

｛

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
i■1■I ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
~■』□ ■ □

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

~
~|受講ロ 未受講□|研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

当研究機関におけるC○Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由 ）

有■無□(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 ）

当研究に係る.COIについての報告・審査の有無 有■無□(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年3月31日

厚生労働大臣殿

~~

機関名

所属研究機関長職名

氏名

学
１
１
穴
ご

太

珈

洲

~

彰

塾義

山

應

長

谷

慶

学

長 印

次の職員の令和2年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1．研究事業名 肝炎等克服政策研究事業

2．研究課題名 肝がん・重度肝硬変の治療に係るガfドラインの作成等に資する研究

3．研究者名 （所属部局・職名）医学部・教授

(氏名 フリガナ） 宮田裕章・ミヤタヒロアキ

4．倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

□

□

□

(※1）

未審査(※2）

□

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □ ■

□ ■

□ ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等

の実施に関する基本指針
□ ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■

－

1■ 面

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’ |受講ロ 未受講口研究倫理教育の受講状況
－

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCol委員会設置の有無 有■無口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCCIについての報告・審査の有無 有■無□(無の場合はその理由 ）

当研究に係るC○Iについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年3月1日
厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

次の職員の令和2年度厚生労働行政推進調査事業費補助金の調査研究に

等の管理については以下のとおりです。

I益相反
－－－－

1．研究事業名 炎等克服政策研究事業冊

2．研究課題名 肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究

(H30-肝政一指定-003)

3．研究者名 （所属部局・職名） 医学部附属病院・講師

(氏名・フリガナ） 建石良介・タテイシリョウスケ

4．倫理審査の状況

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

□

□

口 東京大学

(Xl)

未審査（※2）

ロ

ロ

ロ

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

□ ■

□ ■

■ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ |■1□

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ ■1□

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記戦すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針一や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講■ 未受講□|研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有■無D('無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究に係るC○Iについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

hepat
矩形



令和3年3月1日
厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

鯨
維
馴
－
誰次の職員の令和2年度厚生労働行政推進調査事業費補助金の調査研究に

等の管理については以下のとおりです。

」益相反
－－

1．研究事業名

2．研究課題名

肝炎等克服政策研究事業

重度肝硬変の治療に係るガイドラインの柵111 がん． 成等に資する研究

(H30-肝政一指定-003)

3．研究者名 （所属部局・職名） 医学部附属病院・教授

(氏名・フリガナ） 長谷川潔・ハセガワキヨシ

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

ロ

ロ

ロ

該当性の有無

有 無

(XI)

未審査（※2）

□

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

□ ■

□ ■

□ ■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

－

|■□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ □

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記戦すること。

(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受誹'犬況 |受講■ 未受識口
~

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有■無口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有■無口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有■無□(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

hepat
矩形



令和3年3月22日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

佐賀大学

学長

兒玉浩日

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 厚生労働行政推進調査事業費補助金（肝炎等克服政策研究事業）

2．研究課題名 肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究

3．研究者名 （所属部局・職名） 医学部附属病院客員研究員

(氏名・フリガナ） 江口有一郎（エグチユウイチロウ）

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

□

□

□

該当性の有無

有 無

(X1) ･

未審査（※2）

□ ．

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

岨
一
叩
一
ｍ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
■□ ■ ~~|■~ ~

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
圃□ ■ 面

I

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や『臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講□

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有■無口(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有■無口(無の場合は委託先機関 ）

当研究に係るC○Iについての報告・審査の有無 有■無D(無の場合はその理由 ）

有口無■（有の場合はその内容当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

hepat
矩形



令和3年3月3日

厚生労働大臣殿

公立大学法人奈良県立医科大学機関名

所属研究機関長職名

氏名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査

ては以下のとおりです。

1．研究事業名肝炎等克服政策研究事業

理事長

細井裕司 印
B』

1

状況及び利益相瀝篭鰯管理憾怠り、

2．研究課題名肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等に資する研究

医学部・教授3．研究者名 （所属部局・職名）

吉治仁志・ヨシジヒトシ(氏名・フリガナ）

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入

審査済み 審査した機関

□

□

■ 東京大学

該当性の有無

有 無

(Xl)

未審査(※2）

□

□

□

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）

■

■

□

□

□

■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□ ■ ロ

(Xl)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受講■ 未受講口研究倫理教育の受講状況

6．利益相反の管理

当研究機関におけるCCIの管理に関する規定の策定 有■無D(無の場合はその理由 ）

有■無口(無の場合は委託先機関 ）当研究機関におけるCol委員会設置の有無

当研究に係るColについての報告・審査の有無 有■無D(無の場合はその理由 ）

当研究に係るCCIについての指導・管理の有無 有、無■（有の場合はその内容 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。


